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　インド宇宙研究機関 (ISRO) は 2005 年 5 月 5 日、極軌道地球観測衛星「カートサット 1号」
(IRS-P5) とアマチュア無線衛星の同時打上げに成功した。サティシュダワン射場からPSLVロケット
により打ち上げられたカートサット1号は、立体地図作成を主な目的とし、解像度2.5mのカメラを2
台搭載した地球観測衛星である。インドは過去に計11機の IRS衛星を打ち上げており、最近では海洋
観測衛星や陸域観測衛星などミッションの幅が広がってきている。インドはさらに、米国のイコノス衛
星と同等の、解像度1mの「カートサット2号」の開発も行おうとしている。インドは米国だけでなく、
ロシア・中国・欧州などとも積極的に宇宙開発における国際協力を推進し、宇宙先進国の仲間入りを目
指している。
　インド宇宙研究機関（ISRO）は 2005 年５月５
日、サティシュダワン射場から PSLVロケット
により極軌道地球観測衛星「カートサット１号
（CARTOSAT‐1）」（1,560kg）及びアマチュア無
線衛星「ハムサット」（43kg）の同時打上げに成功
した。
　カートサットの名称は cartography（地図作成
学）に由来し、立体地図作成のための画像データ
取得を主な目的とする地球観測衛星である。別名
IRS‐P5 とも呼ばれ、インドの地球観測衛星 IRS
シリーズとしては 11番目の打上げとなる。衛星の
軌道は 22日間で回帰する太陽同期軌道で、高度は
618kmである。カートサット１号に搭載された２
台のカメラで地球の立体画像を撮影できる。２台
のカメラの視方向は前方視で＋26°、後方視で－5°
になるように傾斜させて取り付けられており、解
像度は2.5mで１度に観測できる幅は30kmである。
得られた画像データは圧縮・暗号化を行って地上
局に送信される。５月 13日には、５月 8日に撮影
した最初の取得画像を公開した。
　これまでにインドが打ち上げた IRS衛星シリー
ズのうち初期の２機は、PSLVロケットによる軌道
投入に失敗したが、1994 年に初めて同ロケットに
よる IRS衛星の打上げに成功した。最近では、オ
ーシャンサット（海洋観測衛星、IRS‐P4）、リソー
スサット（陸域観測衛星、IRS‐P6）など目的別に
各種の地球観測衛星が次々と打ち上げられている。
　IRSの画像は、我が国でも譛リモート・センシ
ング技術センター（RESTEC）に依頼すると、米
国のスペースイメージング社を通じて入手できる。
ただし、一般の利用者にとっては、必要とする画
像情報を入手するのに、どの衛星のどのセンサが
いつ取得したものが最適なのかわからない場合が
多い。RESTECでは、問合せに応じて、多種類の
衛星の中から適切な画像データを検索し、取り寄
せるサービスも行っている。
　スペースイメージング社は、商業地球観測衛星
イコノスを所有し、解像度１ｍの画像を販売して
いることで知られるが、IRS衛星の画像データに関
してはISRO傘下のアントリクス社から独占販売権
を得ている。
　インドは米国だけでなく、ロシア・中国・欧州
などとも幅広く宇宙開発における国際協力を推進
している。インドはさらにイコノスと同じ解像度
１mの「カートサット２号」の開発も行おうとし
ていることから、センサ技術が急速に発展しつつ
あると考えられる。インドの地球観測衛星が今後
米国に匹敵する優位性を獲得する可能性もある。
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IRS：Indian Remote Sensing Satellite
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